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第

一
十
八
回

老
人

祉
福

大
A
G
一一
両

一

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
日

に
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル

で
老

人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

1
レ
れ
~。

町
内
の
お
年
寄
り
約
六
百

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
大
会

は
、
午
前
九
時
よ
り
は
じ
め
ら
れ

宇
品
1
レ
ト
~。

開
会
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

三
名

、

健
康
優
良
老
人
五
名
、
老
人
介
護

優
良
者
二
名

、

国
民
健
康
保
険
健

康
世
帯
二
十
三
世
帯
、
敬
老
作
文

優
秀
賞
入
賞
者
七
名
が
そ
れ
ぞ
れ

町
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
支
部
役
員

と
し
て
積
極
的
に
活
躍
し

、

ク
ラ

ブ
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
十

一
名
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
米
寿

(
数
え年
八

十
八
歳
)
を
迎
え
ら
れ
た
四
十

三

Â老人クラブ育成功労者

表彰

名
に
県
知
事
と

町
長
か

ら
、
金
婚
式
を
迎
え
ら

れ
た
四
十

一
組
、
長
寿

お
し
ど
り
夫
婦
七
組
の

方
々
と
数
え
年
百
歳

以

上
の
長
寿
者
四
名
に

町

長
か
ら

、

そ
れ
ぞ
れ
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞

、

受
賞
者

代
表
謝
辞
の
あ
と
、
小

・

中

学
生
に
よ
る
敬
老
作
文
入
賞
作

の
発
表
、
老
人
代
表
意
見
発
表

、

大
会
宣
言

、
松
山
南
署
松
田
交
通

謀
長
の
交
通
安
全
講
話
な
ど
が
行

わ
れ
、
老
人
福
祉
大
会
を
終
了
し

宇
品
l
レ
ト
~
。

昼
食
後
の
余
興
で
は

、
老
人
ク

‘ 老人クラブ婦人部童謡

の会の童謡メドレー

ラ
ブ
婦
人
部
童
謡
の
会
の
童
謡
メ

ド
レ
ー
、
婦
人
会
五
名
に
よ
る
銭

太
鼓
、
町
内

舞
踊
家
に
よ
る
日
本

舞
踊
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

披
露
さ
れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
は
、

楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。



敬老の日

高
齢
者
の
た
め
の

改
正
道
路
交
通
法
の
あ
ら
ま
し

厳
し
い
交
通
情
勢
に
対
処
す
る
た
め

、

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ

、

平
成
九
年
五
月
一
日
に
公
布
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
、
公
布
の

日

か
ら

一
年
六
ヵ
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
段
階
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、

高
齢
者
に
係
る
改
正
点
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

口
高
齢
運
転
者
の
保
護

高
齢
運
転
者
は
加
齢
に
伴
う

身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
危

険
を
避
け
る
た
め
の
と

っ
さ
の

行
動
を
と
る
こ
と
が
困
難
に
な

っ
た
り

、

危
険
の
発
見
や
回
避

が
遅
れ
が
ち
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
運
転
者
の

保
護
を
図
る
た
め
、
七
十
五
歳

以
上
の

高
齢
運
転
者
で
、
身
体

的
機
能
の
低
下

に
よ
り
自
動
車

の
運
転
に
影
響
を
お
よ
ほ
す
恐

れ
が
あ
る
と
自
ら
判
断
し
た
場

合
に
つ
い
て
は

、

普
通
自
動
車

の
前
面
及
び
後
面
に

一
定
の
標

識
(
高
齢
運
転
者
標
識
)
を
付

け
て
普
通
自
動
車
を
運
転
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
し
ま

し
た
。

周
囲
の
運
転
者
は
、
こ

の
標
識
を
付
け
た
自
動
車
に
幅
寄

せ
や
割
り
込
み
を
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

ま
た

、

(平
成
九
年
+
月
三
十
日
施
行

)
高齢運転者標識

口
高
齢
歩
行
者
の
保
護

高
齢
者
の
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
の
う
ち
、
歩
行
中
の
死
者
が
ほ

ぼ
半
数
を
占
め
て
お
り

、

高
齢
歩

行
者
の
保
護
の
必
要
性
が
非
常
に

高
く
な
っ
て
い
ま
す

。

今
回
の
改
正
で
は

、

通
行
に
支

障
の
あ
る
高
齢
歩

行
者
が

、

道
路

を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
場
合

に
、

高
齢
歩
行
者
か
ら

申
し
出
が

あ
っ

た
と
き
な
ど
必
要
が
あ
る
と

認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
そ
の
場
に

居
合
わ
せ
た
人
は

、
誘
導

・

合
図

を
す
る
な
ど
し
て
、
高
齢
者
が
安

全
に
横
断
で
き
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
し
ま
し

た
。

ま
た

、

車
両
等
の
運
転
者
は

、

通
行
に
支
障
の
あ
る
高
齢
歩
行
者

が
通
行
し
て
い
る
と
き
は
、

一
時

停
止
や
徐
行
し
て
、
そ
の
通
行
を

妨
げ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

(平
成
九
年
十
月
三
十
日
施
行

)

口
申
請
に
よ
る
免
許
の
取
消

身
体
機
能
の
低
下
を
自
覚
す
る

な
ど
に
よ
り

、

免
許
を
失
効
さ
せ

た
い
と
要
望
す
る
者
は

、

公
安
委

員
会
に

、

免
許
の
取
消
し
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り

宇
品
1
し
れ
ん。

平成10年 4 月施行予定

もう運転1cJ:無理です

から取り消してください

ま
た

、

申
請
に
よ
り
取
り
消
さ

れ
た
免
許
の
下
位
免
許
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
し

た

(平
成
十
年
四
月
施
行
予
定

)

口
七
十
五
歳
以
上
の
者
の
免
許
証

の
更
新
に
関
す
る
特
例

免
許
の
更
新
期
間
が
満
了
す
る

日

に
お
け
る
年

齢
が
七
十
五
歳
以

上
の
者
は
、
更
新
に
あ
た
っ
て

、

身
体
機
能
の
低
下
を
自
覚
す
る
た

め
の
講
習
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た

。

(平
成
十
年
十
月
施
行
予
定

)
平成10年 10月施行予定



家
屋
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
課
税
範
囲

住
宅
を
新
築
し
た
と
き

、

流
し
台
な
ど
に

ま
で
固
定
資
産
税
が
か
か
る
の
で
す
か

7

ま
た
、
建
て
た
後
に
作

っ
た

屋
外
の
独
立
し
た
プ
レ
ハ
ブ
の
部
屋
や
物
置
は
、
ど
う
な
り

Q 
サ
ン
テ
ラ
ス
や
、

ま
す
か
7

門
塀
、
{
家
旦(
、

門
堺
、
く
ぐ
り

戸
、

カ
ー
テ
ン
、
家
具
、
家
庭
用
ク
ー
ラ
ー

(
ダ
ク
ト
が
あ
る
埋
め
込

み
型
を
除
く
)
、
庭
木
、
庭
石
、
灯

能
な
ど
は
固
定
資
産
税
の
対
象
外
で
す

。

評
価
対
象
に
な
る
も
の
と
し
て
は
流
し
台
、
造
り
付
け
家
具
、
床
暖

房
施
設

、

電
気
設
備
器
具

、

家
庭
用
昇
降
機
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

サ
ン
テ
ラ
ス
の
増
設
は
、
サ
ン
テ
ラ
ス
が
壁
で
周
囲
が
固
ま
れ
て
い

る
な
ら
ば

、

家
の
床
面
積
に
算
入
さ
れ
ま
す
が

、

屋
根
と
柱
だ
け
で
し

た
ら

、

面
積
に
は
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

プ
レ
ハ
ブ
の

部
屋
や
物
置
は

、

建
物
が
土

地
に
定
着
し
て
基
礎

と

一
体
化
し
て
い
る
場
合
は

、

固
定
資
産
税
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

た
だ
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
四
個

程
度
の
上
に
の
っ
て
い
る
よ
う

な
簡
易
な
も
の
は
、
土
地
に
定

着
性
が
な
い
と
し
て
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
。

A 

ク
ー
ラ
ー
、

.お知らせ.
今年 l 月以降に新築又は増築された家屋を対象に家屋調査を

9 月と 12月に実施します。 該当するお宅には、評価補助員がお

伺いいたしますので、御協力をお願いいたします。

また 、 今年の 1 月 以降に家屋をとりこわした場合は 、 必ず税

務課まで申告 してください。

I~:l~ し、合わせ先 (税務課fi966-2222 (代 ) 有線212 1 )

排水設備工事責任技術者

資格試験及び受験講習会今!開

" 

P 

公
共
下
水
道
管
へ
の
宅

地
内
排
水
設
備
の
接

続
工
事
に
は

、

資
格
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め

排
水
設
備

工
事
の
設
計

、

施
工
等
に
関
す
る
認

定
試
験
が

、

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
主

催
で
開
催
さ
れ
ま
す

。

口
申

し
込
み

十
月

一
日
か
ら
十
月
十
四
日
ま
で

川
内
町
水
道
課

口
受
験
講
習
会

十

一
月
十
九
日

(水
)
(

会
場
)
松
山
市

総
ム
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

口
試
験
日
時

十

一
月

三
十
日
(
日
)
午
後

一
時
半
か
ら

三

時
半

(
会場
)
松
山
市
立
束
中
学
校

口
費
用

受
講

・

試
験
で
七
千
円

口
問

い
合
わ
せ
先

水
道
謀

(
2
9
6
6

・
2
2
2
2

間
)



老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
は
、

よ
く
考
え
て
請
求
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
う
ち

、

老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
年
齢
は
六
十
五

歳
で
す
。

し
か
し

、

繰
り
上
げ
支
給
制
度

が
あ
り
、
希
望
者
は
六
十
歳
か
ら

六
十
四
歳
ま
で
の
聞
に
年
齢
を
繰

り
上
げ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

普
通
よ
り
早
く
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら

、

年

金
を
受
け
る
年
齢
に
よ
っ
て

、

年

金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

。

繰 り 上げ請求
支給率

したときの年齢

60歳 58% 

6 1歳 65% 

62歳 72% 

63歳 80% 

64歳 89% 

こ
の
よ
う
に

、

老
齢
基
礎
年
金

は
繰
り
上
げ
支
給
を
希
望
す
る
と

年
金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
割
合

は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん

。

そ
の
ほ
か
に
も
、
次
の
よ
う
な

注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

O
繰
り
上
げ
請
求
し
た
後
に
、
障

害
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
障

害

基
礎
年
金
は
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

O
寡
婦
年
金
は
繰
り
上
げ
請
求
を

す
る
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

O
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の

加
入
期
間
が
あ
る
人
に

、

六
十

歳
か
ら
支
給
さ
れ
る
特

別
支
給

の
老
齢
厚
生
年
金
ま
た
は
退
職

共
済
年
金
は

、

繰
り
上
げ
請
求

し
た
と
き
か
ら
六
十
五
歳
ま
で

は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

O
遺
族
厚
生
年
金
ま
た
は
遺
族
共

済
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が

、

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請

求
を
し
た
場
合
は

、

六
十
五
歳

ま
で
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

O
第
二
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と

き
に
は

、

老
齢
基
礎
年
金
は
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。

O
国
民
年
金
の
任
意
加
入
は
で
き

な
く
な
り
ま
す

。

あ
な
た
の
老
後
を
支
え
る
大
切

な
年
金
で
す
。

よ
く
考
え
て
請

求
し
ま
し
ょ
う

。

母子家庭医療費
助成制度について
~ごぞんじですか?~

母子家庭の母 ・ 児童が、疾病または負傷のため 、

医療機関において保険給付を受けた場合、 その自

目 自甘 己負担相当額を県と市町村一で 2 分の l ずつ助成す

るこにより 、 母子家庭の保健の向上と福祉の増進

を図る 。

0母子家庭の母、 20歳未満の児童

020歳以上の子で、大学等 (高等専門学校、 大学

院を含む。 但し 、 専修学校、 各種学校は対象外)

に就学中の者

020歳以上の子で 、 障害者手帳 ( 1 級、 2 級 ) を

文サ 象 者 持っている者

020歳以上の子で、重度又は中度の精神薄弱者と

判定された者

0準母子家庭 (祖母と孫 、 街\ï と弟妹)

0父母のいない児童

所得制限 所得税非謀税者

~胃腸を元気に~

①朝起きてしばらくすると食欲を感じる。

②食事がおいしく食べられる 。

③食事の刺激で、便意をもよおす 。

というリズムが繰り返されます。

3 よくかんで
食べよう

4 刺激物は適度に

は
、
っ

ル
ろ一{

寸

コ

J
乞

ル
田
亙

ア
適5
 6 お茶は食後に

フ マイペース人間
になろう

有線2133 )役場福祉謀福祉係 (fi966-2222口問い合わせ先

胃腸を元気にする生活 7 か条

胃腸が元気な状態は

1 毎日決まった時
間に食事を

2 楽しく食べよう



『
人
生
を
豊
か
に
す
る
会
話
と

ー
モ
ア
』

文
化
講
演
会

放
送
作
家は

か
ま
満
緒

口 日 時

11 月 6 日 (木 )

午後 7 時30分~

l陪講券は、中央公

民館と文化協会加胞

団体が取り扱ってお

り ます口会場

中央公民館大ホール

凶
事5素人のど薗慢

夫会出場者募集

口日 時

11 月 8 日 (土 ) 午後 711寺開演

口会場

中央公民館大ホール

口募集人員

20:t1 以内

口出場資格

川内 11町在住者または川内町内

の職場に勤務する方

(今までに最優秀賞を受賞さ

れた方は ご遠慮ください)

口申込先

中央公民館

(fi966-4 721) 

口募集締切

10月 20 日

ロ ジ ャ ンル

歌謡曲

口 日 時

11 月 2 日 ( 日 )

午後 l 時~午後 5 n寺20分

口会場

中央公民館大ホール

口内容

・「愛染かつ ら J
主演/田中絹代 、 上原謙

午後 l 時~

・「戦場に か け る橋J
主演/ ウィリアム - ホールデン

午後 2 時35分~

チケット

300 円

チケ y トは、中央公民

館と文化協会加盟団体

で取り扱っております

a‘ 



の

こ
の
真
実
な
教
育
を
と
も
に
そ

第

十
四
川
内
町
同
和
教
育
研
究
大
会
よ
り

ー

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
と
同
和
教
育
1

奈
良
県

同
和
教
育
研
究
会
会
長

全
国
同
和
教
育
研
究
協
議
会
副
会
長

法
務
省
人
権
擁
護
推
進
審
議
会
委
員

寺
還

-
売

先
生

八
月
十
日

、

川
内
町
同
和
教
育
研
究
大
会
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
折
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
寺
漫
先
生
の
お
話

は
、
心
に
残
る
い
い
お
話
で
し
た

。

そ
の
講
演
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

。

同
和
問
題
は

人
権
問
題
の
重
要
な
柱

同和教育だより

「
地
対
協
」
の
意
見
具
申
の
中
に
、

「同
和
問
題
は
過
去
の
課
題
で
は

な
い
。

こ
の
間
題
の
解
決
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
を
人
権
に
か

か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
解
決
に

つ
な
げ
て
い
く
と
い
う

、

広
.

が
り

を
も
っ
た

現
実
の
課
題

で
あ
る

。
」

と
あ
り
ま
す

。

同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
そ
の
成

果
、
例
え
ば
同
和
地
区
の
保
育
所

の
保
田
さ
ん
の
数
を
増
や
し
た

り

、
小
中

学
校
に
推
進
主
任
を
加

配
し
た
り
し
て
き
た
こ
と
等
を
大

切
に
引
き
継
い
で

、
人
権
に
関
わ

る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
な
げ
て
い

っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す

。

私
た
ち
が
部
落
問
題
を

解
決
し

た
い
と
思

っ
て

一
生
懸
命
努
力
し

て
い
る
そ
の
努
力
は
、
部
落
差
別

以
外
の
差
別
問
題
も

早
く
解
決
す

る
よ
う
に
と
い
う
努
力
と
重
な
っ

て
い
る
わ
け
で
す
し

、

も

っ
と
私

た
ち
の
国
の
人
権
感
覚
や
人
権
意

識
が
す
ば
ら
し
い
も
の
に
な

っ

て
、
同

和
教
育
が
も
っ
と
も

っ
と

活
動
で
き
れ
ば

、

部
落
差
別
を
は

じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
差
別
が
な
く

な
・
石
日
が
早
く
な
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

「同
和
教
育
だ
け
一
ぬ
け
た

」
と

最
初
に
な
く
な
っ
て
い
こ
う
な
ん

て
道
は
な
い
と
思
う
ん
で
す

。

次
に
、
地
対
協
意
見
具
申
で
ち

ょ
っ
と
気
に
な
る

言
葉
が
あ
り
ま

す
。

私
た
ち
は
同
和
教
育

、
同
和

問
題
の
啓
発
と
し
て
頑
張
っ
て
き

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
地
対
協
意
見

具
申
は
、
そ
う
し
た
も
の
を
こ
れ

か
ら
は
「
人
権
教
育
・
人
権
啓
発

と
し
て
発
展
的
に
再
構
築
し
よ

う
」
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す

。

こ
こ
で
困

っ

た
こ
と
が
起
こ
っ
て

お
り
ま
す
。

愛
媛
で
も
そ
う
い
う

と
こ
ろ
が
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
で
す

け
れ
ど
も

、

「
も
う
同
和
教
育
は

終
わ
り
ゃ
、
こ
れ
か

ら

は
人
権
教

育
な
ん

や
」
そ
う
し
た
こ
と

を

言

い
出
す
人
が
出
て
き
た
ん
で
す

。

私
は
、
別
に
中
身
さ
え
し

っ
か
り

し
と
れ
ば
、
同
和
教
育
と
呼
ん
だ

っ
て
、
人
権
教

育
と
呼
ん
だ

っ

て

か
ま
わ
ん
く

ら

い
の
心
の
太
さ
は

持
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も

、

ど
う
も
「
も
う
同
和
教
育
は
終
わ

り
な
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
は
人
権
教

育
な
ん
だ

よ

と
い
う
人
た
ち
の

人
権
教
育
の
中
に
は

、

同
和
問
題

が
非
常
に
薄
め
ら
れ
て
い
る

。

そ

う
い
う
ふ
う
な
傾
向
が
あ
る
の

で
、
は
ら
は
ら
ド
キ
ド
キ
し
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
問
題
な
の
は

、
ど

ん
な

人
権
教
育
が
い
い
の
か

、

と
い
う

と
こ
ろ
の
論
議
を
み
ん
な
で
起
こ

先生

寺J幸先生は、昭和13年に奈良県の同和

地区に生まれ、現在もそこに住んで、お ら

いち一
山
吉
冗

ゆ
呈
宇

A
C

、
、
.
，e

E黄

日
寺

し
て
い
く
と
い
う
か

、

考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
ん
で
す

。

同
和
教

育
と
人
権
教
育
と
い
う
の
は
ケ
ン

カ
を
す
る
よ
う
な
間
柄
で
は
あ
り

ま
せ
ん
し
、
対

立
す
る
間
柄
で
も

な
い
ん
で
す
。

地
対
協
意
見
具
申

で
も

、

「同
和
問
題
を
わ
が
国
の

人
権
問
題
に
お
け
る
重
要
な
柱
と

し
て
捉
え
」
と
二
回
も
繰
り
返
し

て
お
り
ま
す

。

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
し

っ
か
り
と

読
み
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。

(以
下
次
号
)

---ー、

jllï ンこ
給トの
くが誹
だあ ilíí
さりを
いまテ
二す l
:L益 。 ー，

主ご色
2 希こ
?望し
凶 のし
七方た
ー はプ

、、ーーーー----

れます。

大学を卒業後 、 母校の中学校教師 とし

て、 16年間勤務されました。

その後 、 全国同和教育協議会事務局職

員に抜擢さ れ、事務局長を経て、昭和62

年に委員長となり 、今年 5 月まで10年間、

わが国における同和教育推進の先頭に立

っ て指導して こ ら れました。



力メラレポート

川内町軟式野球大会 ~ 

(通称

8 月 15 日 . 16 日の両日 、川内 iこ!こl 学校グラウン

ドで 15 チ ー ムが参加 して軟式野球大会

盆野球) が開催されました。

中学生チ ー ム 2 、高校生チ ー ム 2 、 大学生チ

ー ム 3 など若いチ ー ムの参加 も多く 、 いきいき

としたプレーが見られま した 。

試合結果は 、 次のとお り です 。

(KANSAI) 

(KANSAI) 
(松下寿)

丹下優

大林健志

武内義明

最高殊勲選手賞

優秀選手賞

敢闘 賞

松下寿準優勝KANSAI 勝{憂

今
年
の
牛
山
一
い
レ
ー
ス
優
勝
者
は

、

八
木
市

一

さ
ん

(保
免
)
で
、
北
海
道
旅
行
を
手
に
し
ま

し
た
。

4
・
可

‘ チ ビ γ コ 宝つり
ゲーム には 、 大

勢の子どもたち

が参加しました。

ア
レ
ン

ジ
さ
れ
た

川
内

音
頭

も

よ

か
っ
た

4
・
、

ゲゲゲの鬼太郎 砂

の キ ャ ラ クタ ー

との綱引き ゲー

ムに興じる子ど

もたち 。

勇壮なみこ し の

鉢合わせは 、 見

ごたえ充分 f



力メラレポート

第12回川内町少年剣道大会4 
8 月 24 日、 82チーム、 420名の剣士が参加 して川 内 mJ少年剣道

大会が川上小学校体育館で開催されました。

残暑厳しい中行われましたが、暑さを吹き飛ばす好試合が繰

り広げられました。試合結果(川 内 11IJ関係分)は、以 |マのとお

りです。

団体 (小学校低学年の部)

3 位 川内剣道会

個人 (中学生男子の部)

優勝桐山宏和 (川内剣道会)

(吉久)百八灯 砂

8 月 24 日、 吉久畑川の表川の堤防で百八灯の行事が

行われました 。 辺りが暗くなるころ、 一斉に斉灯に火

がつけられ、その周りを子どもたちが 「太郎も来い、

次郎も来いJ と呼び合いながら 、 水の事故で、亡 くなっ

た人たちの霊を慰めました。

公民館交流
バレーポール大会

4 

9 月 7 日、公民館交流バレーボール大会が勤労者

体育センター (一部) 、 川 上小学校体育館(二部 )

で開催されました。

試合結果は、 以下のとおりです。

i (一部男子) (一部女子) (二部男子) (二部女子)

! 優勝南方東部公民館 優勝南方東部公民館 優勝北方東部公民館 優勝河之内公民館

! 準優勝 |町東部公民館 準優勝則之内西公民館 準優勝南方西部公開'I~ 準優勝南方東部公民館 j

第21 回愛媛県消防操法地区大会
9 月 7 日、北条市で愛媛県消防操法地区 (松山・北条 ・ 温

泉)大会が行われました 。 当日 は、あいにくの雨でコンデイ

ションは、最悪で、したが、

川内町から参加し た 、 第

7 分団機械班( 6 位 ) 、

第 4 分団 ( 9 位) は、き

びきびとした操法J支術を

披露しました。

本当にお疲れ様でした。

:-! 

第 7 分団機械F)l ( 自動車ポンプの部 6 位)

企 第 4 分団 (小型ポンプの部 9 位

‘ 
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奇
妙
な
た
ま
ご
発
見

和
田
丸
の
佐
伯
邦
弘
さ
ん
の
豚
舎
か

ら
、

寄
妙
な
た
ま
ご
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

五
セ
ン
チ
程
度
の
ま
ゆ
型
の
た
ま

ご
が
六
個
、
固
ま

っ
た

状
態
で
豚
舎
の

お
が
く
ず
の
中
か
ら
出
て
き
ま
し
た

。

殻
は

、

由
一♂
な
ど
の
た
ま
ご
の
よ
う
に
、

硬
く
は
な
く

、

た
ま
ご
上
部
で
互

い
こ

く
っ
つ
き
合
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
奇
妙
な
た
ま

ご
の
正
体
を
探
る
べ

，

、
、

T
ヤ
ペ4
w
hυ
J引
M
1刷
引

計
引
幻
-
­

〈
利

目
立
口
市
広
刷
世
田
町
凶l
ト

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
満一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

問
い

合
わ
せ
る
と

、

「
へ
ビ
の
た
ま
ご

で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

引
き
取
り
手
の
な
い
こ
の
た
ま
ご

は
、

今
も
、
動
物
園
で
眠
っ
て
い
ま
す
。

川
内
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が

四
国
大
会
に
出
場

川内中学校バドミントン部

七
月
二
十
二
日

・

二
十
三
日

、

川
内

中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
愛
媛
県
大

会
に
出
場
し
、
準
優
勝
の
好
成
績
を
残

l
v
宇
4ア
し
れ
~。

準
優
勝
と
な

っ
た

川
内
中
学
校
パ
ド

2
9
6
6

・
2
2
2
2

(代
)

有
線
2

1
1
1

ミ
ン
ト
ン
部
は

、

翌
月
の
八
月
二
日
、
新

居
浜
で
開
催
さ
れ
た
四
国
大
会
へ
出
場

。

予
選
リ
l

グ

一
勝
二
敗
で
惜
し
く
も
決

勝
リ
l

グ
へ
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
が

、

凹
国
大
会
で
優
勝
し
た

屋
島
中
学
校
(
香

川

)
と
大
接
戦
を
演
じ

、
観
衆
の
目
を
く

ぎ
づ
け
に
し
ま
し
た
。

川
内
町
西
国
三
十
三
併
巡
り

九
月
十
四
日
、

小
雨
の
中
、
恒
例
の
川

内
町
西
国
三
十
三
例
巡
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

町
内
各

所
に
あ
る

三
十
三
仰

を
、

地
区

の
方
々
の

お
接
待
を

受
け
な
が

ら

、
巡
り

キ
?
し
れ
~。

十 第婦
中云 稲 J夫 ~@ 田 メ円じ 草月 五見 目先 連 び
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さん

(森)

しげお

重男

PERSON 

黒川この満

一ヨ
誌
の
監
督
t
z国
密
出
場
町一

て
国
体
出
場
十
六
回
の
ベ
テ

ラ
ン
で
す
が
、

第
五
十
二
回
国
民
体
育
大
会

「な

み
は
や
国

体
」
夏
季
大
会
が
九
月

十
三
日
か
ら
四
日
間
、
大
阪
府
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
大
会

の
ヨ
ッ
ト
競
技
で
、
川
内
町

の
黒

川
重
男
さ
ん
(
四
十

一歳
)
が、

愛
媛

県
の
監
督
と
し
て
出
場
し
ま
し
た

。

黒
川

さ
ん
は
、
ヨ
ッ
ト
選
手

(四
回
)
・

監
督
(
十
二
回

)
と
し

出
合
い
は

、

で
す
。

ヨ

y

卜

と
の

大
学
の

時
か
ら

「
み
ん
な
と
ハ
ン
デ
ィ
な

し
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ

」
と
し
て
ヨ
ッ
ト
を
始

め
、
今
で
は

、

愛
媛
大
学
ヨ

ッ

ト
部
の

監
督
も
兼
務
し
て

い
ま
す
。

川
柳
も
づ
く
吟
社
八
月
例
会

夏
休
み
子
の
夢
視
の
夢
も
あ
り

喜
撰
亭

山
本

大
丈
夫
と
云
わ
れ
て
医
者
が
好
さ
に
な
り
田
中

愛
媛
県
の
ヨ
ッ
ト
の
競
技
人
口
は
、
約

二
百
か

ら
三
百

人
と
少
な
く
、

黒
川
さ
ん
は

、

「
底
辺
を

広
げ
な
く
て
は
愛
媛
県
の
ヨ
ッ
ト

は
強
く
な
ら
な

い
」
と
い
い
ま
す

。

「
国体
優
勝

ヨ
ッ
ト
の
指
導
者
と
し
て

す
る
こ
と
と

、

教
え
子
の
う
ち
か
ら
オ

リ

ン
ピ
ッ

ク
選
手
が
育
つ
こ
と
が
夢

」
と
も

。

ま
た
、

匝司る
富久朔くん

(10月 151二| 生)

元気でたくましい子に

育ってくださいね !

(父、町より)

台
風
の
勤
さ

気

に
な
る
旅
え

皮

夏
休
み
貌
に
も
子
に
も
有
る

0

フ
ラ

ン

抑
制
築
登
貴
子

山
本
ひ

ろ
志

平
岡

人
間
以
何
よ
り
高
い
。

へ
y

ト

の
医
者
通
い

肩

上
下
着
首

動
か
し
て
ス

ト
レ

y

チ

医
者
の
云
う
様
に
は
な
ら
ぬ
不
養
生

診
品
川
所
一
人
で
こ
な
す
汁
科
内
科

田
の
岡
田
川

渡
部
佐
久
良

佐
々
木
胡
舟

篠
森
美
登
里

生
ま
れ
で
も
逝

っ

て
も

医
者
の
判

が
妥
り

先
生
と
呼
ん
で
命
を
あ
ず
け
ま
す

高
岡

高
瀬
喜
採
亭

日
時

十
月
例
会
御
案
内

十
月
四
日

(土
)
午
後
七
時
三
十
分

場
所

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

新
し
い
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
居
り
ま
す

兼
題

出
会
い
・
事
実
・
っ
か
む

真璃奈ち ゃ ん

(lO)'] 22 1:1 生)

思いやりのあるやさしい子に

育ってね !

日嗣
(父、母より )

来月号は、 11月生まれの満 1 歳

児を募集します。 10月 5 日まで

に役場総務課広報係まで写真と

コメン 卜をお寄せください。 選
い
》
旬
、
ト
一
-
J

4
m
h
J司

., 
元T

峯舟
紫
・臼

1M  



イプブ才メ/グヲプ

'97秋の花 主弘之
フェスティバル

10月 1 日 (水) ~ 10月 2 日(木)

花き総合指導センター

(重信町大字下林)

花き展、趣味園芸展、 フラワーデザイ

ン展、いけばな展、押 し花展 、 ハ ー ブ

展、花の種 ・ ポッ ト苗プ レゼ ン ト、花

と緑の相談コーナ一 、 フラワーオ ー ク

ション 、 園芸バザール、 フラワーデザ

イン教室 、 園芸資材展、 ふるさと市 コ

ーナー及びバザー、どてかぼち ゃ展

口問い合わせ先

花き総合指導センター

(n 9 6 4 ・ 5 8 6 7) 

園
経
理
事
務
(
由
級
)

園
技
術
講
習
会

口
対
象

就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目

経
理
事
務
(
簿
記
検
定
2

級
)

口
日
時

日
月
口
日

l

l

月

日
日
ま
で

口とき

口ところ

の
聞
の

幻
日

(9
時
初
分
1

日
時
却
分
ま
で
)

場

口
会松

山

市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員

・

受
講
料

却
名

無
料
(
教

材
費

一
部

自
己
負
担
)

口
10 受
月 付
1 期
自 問

10 
月
31 
日

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
上
、
松
山

市
山

越

ロセτ

合口内

町
4
5

0

番
地

愛
媛
県
女

性

職
業
セ
ン
タ

ー

(
2
9
2
3

・

園
女
性
再
就
職
準
備
支
援

園
集
団
セ
ミ
ナ
ー

口
対

へ
申
し
込
ん
で
く

象

再
就
職
に
向
け
て
準
備
し
て
い

る
女
性

口
セ
ミ
ナ
ー
内
容

子ぞ 午前の部 午後の部
t墨 所

(l0:00~ 12 ・ 00 ) (13: OO~ 15: 00) 
11/10 IH-J;;悼式 、 オリエンテーション

愛媛県女性総合センず ー
(月 ) ワープロ l 日体験
11/11 十f(/J く 女性をめぐる 女性のJ[liX.坊と

(火) 法律 &ílìlJ度 ;J<人情報
11 

11/12 
働くときの税金と保険 企業訪 問 (愛媛県青果連)

(水)
11/13 職場のマナーと パネルデイス カ ッション

(木) エチケ ッ ト I 再就殺体験談& 7 ドパイス
1/ 

11/14 戦場のマナーと
あなたの適職診断

(金) エチケッ ト E 皿
// 

口
定
員
・
受
講
料

な
ど

初
名

無
料
(
筆
記

用

具
持

参
の
こ
と

)

口
受
付
期
間

:
!

l

:
l
;
I
 

N
EL
--
E
I
M
F
2
E
 

口
申
込
方
法

直
接
セ
ン
タ

ー

へ
申
し
込
む

か
、

ハ
ガ
キ
に
住
所

、

氏
名
、

年
齢

、

電
話
番
号
を
記
入
の
上

、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
山

越
町
4

〒
7
9

1

5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

(2
9
2
3

・
2
2
0

1

)

圃
い
じ
め
・
な
や
み

園
相
談
室

口
相
談
日
時

毎
週
水

・

金
曜
日

8

時
却
分
1

口
時

口
相
談
場
所

中
央
公
民
館

2 
階

口
相
談
員

池
川
温
子
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

口
相
談
電
話8

9
6
6

・
6

1

5
0

有
線
6
0

1

0

(無
料

・

秘
密
厳
守
)

一
公
証
週
間

叩
月

1

日

1

7

日

は

「
公
証
週

間
」
で
す
。

こ
の
期
間
中
に
は
、

公
証
役
場
で
無
料
公
証
相
談
所
が

開
設
さ
れ

、

公
正
証
書
に
関
し
て

の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。

重
要
な
取
引
を
し
た
り
遺
言
を

残
し
た
り
す
る
と
き
は
、
ト
ラ
ブ

ル
防
止
の
た
め
に
公
正
証

書
の
作

成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

a画‘

相わ
談せ公
はは正
無最証
料 寄書
でりに
すり関
o ~、す

~iEる
みぉ
1~ 問
ふ勿し、

^'- ぷ》、
o Iコ

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
合
同
公
証
役
場

(
2
9
4
1

・
3
8
7
1

)

一
「
法
の
日
」
週
間

日
月

I

日

は
「
法
の
日
」
で
す。

「
法
の
日
」
は

、

法
の
役
割
と
そ

の
重
要
性
を
国
民
の
皆
さ
ん
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と



イブブガメ/ジョブ

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た

。

裁
判
所
、
法
務
省
及
び
日
本
弁

護
士
連
合
会
で
は
、

叩
月
l

日

か

ら
の
1

週
間
を
「
法
の
日
」
週
間

と
し

、

全
国
各
地
で
講
演
会
、
座

談
会

、

無
料
法
律
相
談
な
ど
各
種

の
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

園
犬
の
危
害
防
止

園
対
策
推
進
月
間

日
月
を
「
犬
の
危

害
防
止
対

策
推
進
月

間
」
と
し
て

、

犬
の
正

し
い
飼
い
方
の
啓
発

、
野
犬
の

一

斉
掃
討
を
実
施
し
、
犬
に
よ
る
危

害
の
発
生
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
の
三
な
い
運
動

O
放
さ
な
い

放
し
飼
い
は
事
故
の
も
と
で

す
。

家
で
は
つ
な
い
で
飼
い
、

散
歩
の
時
も
引
き
綱
を
つ
け
て
/

O
捨
て
な
い

捨
て
犬
は
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う

。

家
族
の

一
員
と
し
て

終
生
か
わ
い
が
り
ま
し
ょ
う

。

飼
え
な
い
時
は
新
し
い
飼
い
主

を
探
し
ま
し
ょ
う
。

不
妊
・
去

勢
手
術
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

O
迷
惑
を
か
け
な
い

道
路
や
公
園
は
ト
イ
レ
で
は
あ

り
ま
せ
ん

。

ふ
ん
尿
は
飼

い
主
の
敷
地

内
で
。

散
歩

まはの
し持時
よちの
~ j帯ふ
F りん

O
登
録
・
・
・
・
・
・
・

.......... ・生
涯
l

回

O
狂
犬
病
予
防
注
射
・
・
・
・
・
・
年
1

回

O
届
出
:
:
:
・
:転
居
し
た
時

、

犬

が
死
亡
し
た
時
、

登
録
済
の
犬
を
譲

り
受
け
た
時

口
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町

健
康
セ
ン
タ
ー

2
9
6
6

・
2

1

9

1

有
総
5
8
3
3

園
最
低
賃
金
改
正

園
の
お
知
ら
せ

愛
媛
県
労
働
基
準
局
で
は

、

県

内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
る
「
愛
媛
県
最
低
賃
金
」

を
改
正
し
、

日
月
l

日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

。

こ
の
決
定
に
よ
り
、

。
コ
1
1

「ゴ

1
j

|
 

以
降
分
と
し
て
労
働
者
に
支
払
う

賃
金
は

、

一
日

4
、

6
8
5

円
(

一

時
間
5
8
8

円
)
以
上
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
労
働
基
準
局
賃
金
謀

(8
9
3
5

・
5
2
0
0

)

松
山
労
働
基
準
監
督
署

(2
9
3
5

・
5
2

1
5

圃
後
期
技
能
検
定

園
の
お
知
ら
せ

技
能
検
定
と
は
、
労
働
者
の
有

す
る
技
能
チ
二
定
基
準
に
よ
っ
て

検
定
し
、
こ
れ
を
八
ム
証
す
る
国
家

検
定
制
度

で
す

。

口
実
施
日

平
成
9

年
ロ
月
8

日
か

ら
平

成
凶
年
2

月
辺
日
ま
で
の
問

に
お
い
て
愛
媛
県
職
業
能
力
開

発
協
会
が
指
定
す
る
日

口
受
付
期
間

平
成
9

年
9

月
却
日
か
ら
叩
月

日
日
の
間

口
検
定
内
容

機
械
保
全
、
半
導
体
製
品
製
造
、

自
動
販
売
機
調
整
、
農
業
機
械

整
備
、
冷
凍

空
気
調
和
機
器
施

工
、
菓
子
製
造
、
配
管

、
鉄
筋

施
工
、
機
械

・

プ
ラ
ン
ト

製
図
、

塗
装
、
商
品
装
飾
展
示

他
、
部

職
種
臼
作
業

口
受
検
手
数
料

実
技
試
験
1

5
、

4
0
0

円
以
内

学
科
試
験

3
、

0
0
0

円

口
受
検
案
内
・
申
請
書
の
請
求
及

び
提
出
先

干
7
9
0

丁
目

刊
の
l

ピ
ル
2

階

松
愛 山
媛市
県 =
三 番
番町
町 4

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会

(
8
9
4

1

・
5
8
8
5

)

-有線放送電話加入者異動のお知らせ ( 8 月中 ) .

5404 

3773 

美

I~l 

干高

1:1'1 
ペム、

窪

圧l

大i~jf~ 

森

口脱退

横

.~@月ごみの収集日・鵠セント EP 認
1. もえるごみ

収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷 ・西谷

月 ・木 土谷 ・滑川 ・奥松瀬川 変更なし
tムーij

天神 ( LLi EB 団地を除く )

火 ・ 金
;1ヒ方 10 月 10 日 (金) を

週 南方 10月 9 日 (木) に収集

水 ・土
前松瀬 III ' llJ団団地積灘団地

変更なし
町筋 (天神を除 < ) 

2. もえないごみ・有資源回収

収集地域 ガうス・空ピン類 空き告等金物語 有資源回収

東告・西谷

土谷滑川・奥松瀬川 10月 13 日 ( 月 ) 10月 27 日 ( 月 ) 10月 13 日 ( 月 )
天神(山田団地を除く )

北方 10月 14 日 (火) 10月 28 日 (火) 10~ 14 日 (火)
南方

町筋(天神を除 く )

前松瀬川 10月 1 日 (~( ) 10月 22 日 (水) 10月 15 日 (水)
山田団地 ・横灘団地



健康センターから

-健康センター n966・2191 有線5833

酎晒j胴長葺温

0 1 歳 6 カ月児健診
日時 10月 23 日 (木)

受付午後 1 時 ~ 2 時

場所 健康センター 2 1惜

対象児 平成 8 年 2 月 ~ 4 月生

まれの幼児

内容 身体測定、貧血検査、

小児科診察、歯科診察
保健指導 (栄養 ・ 歯科)

持参品 母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します)

0育児相談

日時 10月 30 日 (木)
受付午前 9 時~ 1 0時

場所 健康センター I 階

対象児 平成 9 年 3 ・ 4 月、平成
8 年 8 ・ 9 月生まれの乳

児 ( 6 . 7 ヵ月児、 13

14 ヵ月児)
内容 身体測定、発達チェック 、

保健指導、栄養指導
持参品 母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します)

占
旬
。

0育児学級

日時 10月 30 日 (木)
受付午後 1 ~ 2 時

場所 健康センタ- 11暗

対象者 平成 9 年 6 . 7 月、平
成 8 年 11 ・ 12月生まれ
の乳児 ( 3 . 4 ヵ月児、
10 ・ 11 ヵ月児)

内容 身体測定、発達チェツ

ク、小児科診察

保健指導、栄養指導

持参品 目子健康手11張、アンケ

ート (事前に送付しま

す)

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

場所 健康センター l 階

持参品 母子健康手帳

内容 身体測定、育児相談

E』司~~m~ë週
0健康相談 ・ 栄養相談

血圧測定、 尿検査を行っています。

健康に関することはお気軽にご相談

下さい。

日時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

場所 健康センター l 階運

動指導室

日 時 対象児 と 注意事項

3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月の者。
1 0月 2 日 (木 )種

* 百日ぜきにかかったことのある方は二種混合(ジJJJ目~t 
午後 2 時 ~ 3 時.6. フテリア・破傷風) を受付で申し出て受けて下さい。Eコ

ポ 10月 15 日 (水) 3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月の者。
1) 22 日 (水) * 下痢をしている方は、受け られません。
オ 午後 2 時~3 時 * i局常 、 春と秋に一回ずつ受けます。

麻 10月 23 日 (木 )
l 歳 ~ 7 歳 6 カ月の者。

* MMR (風疹 ・ 麻疹 目 おたふくかぜ) を、受けて
疹 午後 3 時 ~ 3 時30分

いる方は、受ける必要ありません。

。場 所 健康センタ- 21塘 。持参品 母子健康手帳、 予防接種手帳、体温言|

0こころの健康相談
精神的に不安定だったり、お年寄りの痴

呆等の;j; I~1談をお受けしています。

日時 10月 17 日 (金)
午前 9 n寺30分 ~ 12時

場所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、事前に保健婦まで

ご連絡 F さい。

•11..副;u.. 
理学療法士による機能回復の訓練を行っ

ています。

日時 毎週水曜日午後 l 時~3 時
場所 ガリラヤ荘

(注)申し込みが必要ですので、保健婦ま

でご連絡下さい。

E..，m~這;t1f=.. 1H!u..a主車道言岡田置;-
日時 毎週月 H程日

午前 8 時30分~ 10時

場所 健康センター

持参品 印鑑、 登録している犬は鑑札

予防注射済票

匝m~~l当iヨEヨ

(診療時間 . 午前 8 時30分~午後 5 時30分)

日 当番医 住所 電話|

5 日 友愛 松山市水泥町( 日曜日 ) 内科小児科

10 日 渡部内科 松山市南梅本町(体育の日 ) 975-2232 

12 日 永山内科 松山市北梅本町(日曜 日 ) 976-1788 

19 日 国立療養所 重信 IIIT横河原
(日曜 日 ) 愛媛病院

964-24日

26 日 く 11た内科 松山市北梅本町( 日曜日 ) 970-0011 

24時間体制

川内町在宅介護支援センタ-

966-6250 

お気軽にご相談くださし 1 。



Photo 

表紙の写真

9 月 1 5 日、老人福祉大会に出席された、

数え年101歳の高須賀スミヱさん(則之内) 。

とてもお元気で、長寿を祝う記念品がl町長

より贈呈されました。

町の動き
( 9 月 1 日現在)

11 ，004人 (+ 5 人)

5，215人 ( - 3 人 )

5，789人 (+ 8 人)

(:t 0 戸 )3 ，665戸

口

世帯数

男

女

人

昭
和
初
め
の伐採

作
業
風
景

「
昭和
八
年
、
村
有
林
伐
採
状
況
」
と
写
真
の

裏
に
記
さ
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
写
真
は

、

伐
採
作
業
の
合

間
に
損
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が

、

写
真
の
中
に
は
頑
丈
そ

う
な
ト
ラ
ッ
ク
や

、

そ
の
周
り
の
作

業
衣
姿

の
人

、

帽
子
に
コ
l

ト
姿
の
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
服
装

を
し
た
人
が
写

っ
て

お
り
、
昭
和
初
期
の
時
代
を

感
じ
さ
せ
る
写

真
で
す
。

戸籍の窓
( 8 月受付分 ・ 敬称、略) な

つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

1

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

すお誕生おめでとうございま す

住所 保護者 名前 生年月日

森 仙波文弘 刻悟 7.19 

川内7) ノヨノ 日生 |苅 !J券也 n~ ~I二 7 目 30

西之1J!11 徳本隆?f'ì- 愛蛍 8. 9 

四組 -好例lー ひかる 8.10 

和 EEI 丸 白 )i 謙一 l友美 8.13 

高木 {公-4>: i告行 奈々 8. 7 

八幡 背理1・ 正則 首 8.15 
士一一同22 」, < 8.15 

西 1:1:1村 WI 秀樹 ヨIî. k:'� 8.18 

天 引11 松村 1'itr司 桃子 8.24 

先
日
、
犬
の
こ
と
で
投

書
を

い
た
だ
き
ま
し
た

。

犬
の
飼
い

方
が
悪
い
と
い
う
投
書
で
は
な

く
、
そ
の
反
対
で
中

学
生

が
、

公
共
の
場
所
で
し

っ

か
り
犬
の

し
つ
け
を
し
て
い
る
の
を
見
て

感
動
し
た
旨
の
投

書
で
し
た
。

十
月
は

、

「
犬
の
危
害
防
止
対

策
推
進
月

間
」
で
す
。

ご
家
庭

で

一
度

、

犬
の
飼
い
方
に
つ
い

て
話
し
あ
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か

。

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡の日 世帯主

徳 ゴ口ご 竹一 |人j ノ、ナコ 81 8. 1 竹内 ご久

保 免 ぞï7J，タカ ノ 92 8. 4 イJ水タカノ

桧 皮 篠森キ シコ 81 8.10 ii昨偽5ー村オミ、 ij';-

i山之 1H1J 大山 直美 61 8.14 大山 11I :;た

刀く 野 高~JI1~清一 75 8.24 高須賀市一

ガ IJ '7ヤ五 土井 H寺子 77 8.24 土井 11.\ 子

a画‘

編集IJI I内町総務課

干 791 -03 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TLE (089)966-2222 有線2111

印刷/岡田日刷
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八
月
二
十
三
日
の

夏
ま

つ
り
に

、

}II 
内
を
イ

メ

i

ジ
し
た
新
し
い
祥

天
が
御
披
露
目
さ
れ
ま

し
た
。あ

ざ
や
か
な
黄
緑
色
を
ベ
l

ス
に
、

前
面
に

川
内
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー

ズ
、

「
さ
く
ら
街

道
夢
広
場

か
わ
う
ち
」
と

桜
を
肥
し
、

J

i
 

後
面

に
は

川
内
町
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー

庁
長」
く

ら
ち
ゃ
ん

H
と
桜
を
描
い
て
い
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
祥
天
(
は
ん
て
ん
)

明
る
い
配
色
で
、

ど
こ
に
い
て
も
目

立
つ
こ

の
枠
天
は

、

三
十
着
作
ら
れ

、

川
内
町
の
P
R

に
な
る

事
業
で
あ
れ
ば

、

貸
出
も
O
K

で
す
。

こ
の
枠
天
が

、

フ
ル
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト

等
が
増
え
て
く
れ
れ
ば

、

JlI 
内
alT 
も
楽

し
い
ま
ち
に
な
り
ま
す

。


